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園
芸
部
会
定
期
総
会

種
子
生
産
部
会
定
期
総
会

畑
作
部
会
定
期
総
会

酪
農
部
会
定
期
総
会

て
ん
菜
直
播
栽
培

技
術
講
習
会

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
園
芸
部
会
（
高

場
得
光
部
会
長
）
は
、
第
23
回

定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決

に
て
開
催
し
た
。

　

部
会
員
11
名
全
員
よ
り
書
面

議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案
第

１
号
令
和
元
年
度
活
動
報
告
並

び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
議

案
第
２
号
令
和
２
年
度
活
動
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
、
議
案
第
３
号
役
員
改

選
に
つ
い
て
の
全
て
が
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
種
子
生
産
部
会

（
菊
地
繁
雄
部
会
長
）
は
、
第

19
回
定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
書
面

議
決
に
て
開
催
し
た
。

　

部
会
員
12
名
全
員
よ
り
書
面

議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案
第

１
号
令
和
元
年
度
活
動
報
告
並

び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
議

案
第
２
号
令
和
２
年
度
活
動
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
、
議
案
第
３
号
役
員
改

選
に
つ
い
て
の
全
て
が
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
畑
作
部
会
（
立

川
敏
広
部
会
長
）
は
、
第
19
回

定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決

に
て
開
催
し
た
。

　

部
会
員
42
名
全
員
よ
り
書
面

議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案
第

１
号
令
和
元
年
度
活
動
報
告
並

び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
議

案
第
２
号
令
和
２
年
度
活
動
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
、
議
案
第
３
号
役
員
改

選
に
つ
い
て
の
全
て
が
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
酪
農
部
会
（
山

下
博
部
会
長
）
は
、
第
30
回
定

期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決
に

て
開
催
し
た
。

　

部
会
員
99
名
中
、
51
名
よ
り

書
面
議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議

案
第
１
号
平
成
31
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
及
び
監
査

報
告
に
つ
い
て
、
議
案
第
２
号

令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、

議
案
第
３
号
令
和
２
年
度
会
費

の
徴
収
に
つ
い
て
、
議
案
第
４

号
役
員
選
出
に
つ
い
て
の
全
て

が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

　

４
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
会

議
室
に
お
い
て
、
て
ん
菜
耕
作

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開

催
し
、
９
名
の
生
産
者
が
参
加

し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
直
播
て
ん
菜

の
安
定
・
多
収
栽
培
方
法
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
㈲
南
十
勝

興
農
の
石
井
岳
浩
業
務
部
長
が

講
師
を
務
め
、
排
水
性
の
重
要

性
や
畑
の
状
態
を
確
認
し
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
順
序
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加

者
は
直
播
栽
培
の
経
済
性
や
安

定
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

部
会
長　

高　

場　

得　

光

副
部
会
長　

大　

石　

尚　

志

理　

事　

渡　

部　

亨　

規

監　

事　

戸　

梶　
　
　

忍

監　

事　

髙　

田　

忠　

昭

部
会
長　

菊　

地　

繁　

雄

副
部
会
長　

川　

原　

和　

則

会　

計　

立　

川　

敏　

広

理　

事　

小　

形　

信　

之

監　

事　

水　

野　

直　

人

監　

事　

白　

石　

慎　

一

部
会
長　

立　

川　

敏　

広

副
部
会
長　

小　

形　

信　

之

会　

計　

前　

崎　

卓　

也

理　

事　

森　

下　

信　

行

理　

事　

渡　

部　

亨　

規

理　

事　

村　

田　

克　

也

監　

事　

高　

野　

芳　

博

監　

事　

鈴　

木　

輝　

彦

部
会
長　

田　

中　

伸　

一

副
部
会
長　

藤　

原　

秀　

幸

副
部
会
長　

鈴　

木　

健　

生

代
表
監
事　

半　

田　

佑　

介

監　

事　

竹　

次　

正　

実

研修会の様子
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事
業
部
３
課
合
同
展
示
会
大
樹
町
農
民
協
議
会
定
期
総
会

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会
定
期
総
会

広
尾
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
大
切
な
命
を
守
る
」

全
国
中
学
・
高
校
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

４
月
３
日
に
、
Ｊ
Ａ
事
業
部

（
生
産
資
材
課
・
燃
料
課
・
農

機
車
両
課
）
の
「
３
課
合
同
展

示
会
」
を
別
館
事
務
所
で
開
催

し
た
。

　

当
日
は
、
自
動
車
の
展
示
や
、

ガ
ス
器
具
・
農
薬
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
野
菜
種
子
や
生
産
資
材

品
、
タ
イ
ヤ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
な
ど
の
販
売
、
大
樹
町

産
の
農
産
物
直
売
が
行
わ
れ
た
。

今
回
よ
り
経
営
相
談
課
に
よ
る

Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
の
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
も
あ
り
相
談
ブ
ー
ス
は

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

例
年
、
２
日
間
開
催
し
て
い

た
春
の
展
示
会
だ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
期
間
短
縮
と
な
り
、

天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
来

場
者
は
少
な
か
っ
た
。

　

大
樹
町
農
民
協
議
会
（
水
下

英
治
会
長
）
は
、
第
40
回
定
期

総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決
に
て

開
催
し
た
。

　

会
員
１
３
６
名
中
、
１
２
５

名
よ
り
書
面
議
決
書
が
提
出
さ

れ
、
議
案
第
１
号
平
成
31
年
度

運
動
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
、
議
案
第
２

号
令
和
２
年
度
運
動
方
針
案
並

び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
の

全
て
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
決
結
果
を
郵
送
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

飲
用
乳
の
需
給
緩
和
の
影
響
を

考
慮
し
、
牛
乳
券
を
同
封
し
た
。

　

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会
（
瀬

川
嘉
浩
会
長
）
は
、
平
成
31
年

度
定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
書
面
議

決
に
て
開
催
し
た
。

　

会
員
75
名
中
、
65
名
よ
り
書

面
議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案

第
１
号
平
成
31
年
度
活
動
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い

て
、
議
案
第
２
号
令
和
２
年
度

活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
の
全
て
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。

　

大
切
な
命
を
守
り
、
被
害
者

も
加
害
者
も
出
さ
な
い
社
会
を

実
現
す
る
事
に
関
し
て
、
自
分

の
考
え
や
意
見
等
を
表
現
し
た

中
学
生
、
高
校
生
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

広
尾
警
察
署
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
締
切

　

令
和
２
年
６
月
15
日
㈪

◦
お
問
い
合
わ
せ
先

　

広
尾
警
察
署

�

☎
２

－

０
１
１
０

メーカーによる商談スペース

生産者による直売スペース

新たに設置したローン相談スペース
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海外農業視察研修
の農業を学ぶ

　

２
月
１
日
か
ら
８
日
の
８
日
間
で
、
農
業
塾
塾
生
10

名
と
役
職
員
２
名
の
計
12
名
に
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

農
業
海
外
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

こ
の
研
修
は
３
カ
年
に
て
実
施
し
た
農
業
塾
の
最
終

年
の
目
玉
企
画
で
あ
り
、
次
の
10
名
の
後
継
者
が
参
加

し
た
。

　

視
察
先
選
定
で
は
、
参
加
者
一
同
の
意
見
を
出
し
合

い
決
定
。
酪
農
、
畜
産
、
果
樹
、
直
売
所
、
関
係
機
関

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
店
舗
の
視
察
を
決
定
し
た
。

　

視
察
に
お
い
て
は
、
視
察
先
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
、

２
月
19
日
に
行
っ
た
農
業
塾
卒
業
式
の
中
の
海
外
視
察

研
修
報
告
会
に
て
責
任
を
持
っ
て
報
告
し
た
。

　

視
察
に
よ
る
学
習
の
他
に
、
海
外
の
文
化
に
触
れ
た

り
、
団
体
行
動
に
よ
る
絆
も
深
ま
り
、
参
加
者
一
同
一

回
り
成
長
し
帰
町
し
た
。

　

以
下
、
各
担
当
よ
り
視
察
先
の
報
告
と
す
る
。

髙　

松　

佑　

樹
（
拓　

進
）
団　

長

姉　

﨑　

裕　

太
（
大　

光
）
副
団
長

山　

下　

雄　

也
（
拓　

北
）
点
呼
係

半　

谷　

勇　

人
（
中　

島
）
補　

佐

森　

下　

周　

平
（
日　

方
）
補　

佐

水　

野　

智　

貴
（
芽　

武
）

戸　

梶　

伸
一
郎
（
東　

和
）

太　

田　

尚　

宏
（
上
大
樹
）

山　

下　

功　

典
（
振　

別
）

山　

下　

陽　

子
（
振　

別
）

ワイトモ鍾乳洞にて
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JA大樹町 農業塾 海外農業視察研修
ニュージーランド

髙松団長の挨拶

熱い思いを語る参加者

都内にて食事の様子都内のBAR

ニュージーランドのスーパーにて（牛乳・チーズ売り場）

外観の様子

店長による説明

視
察
先
1

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
→
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

＆

Ｂ
ｏ
ｍ
ｂ
ｅ
ｙ　

Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ

　

視
察
初
日
、
東
京
・
自
由
が
丘

に
あ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
→
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
を
目
的
に
酪
農
家
の
拠
出

に
よ
り
始
ま
っ
た
運
動
「
ミ
ル
ク

ラ
ン
ド
北
海
道
」
の
一
環
で
２
０

１
９
年
３
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

店
舗
は
車
道
か
ら
路
地
に
入
っ

た
歩
行
者
専
用
通
り
に
あ
り
、
周

り
に
は
お
し
ゃ
れ
な
お
店
も
数
多

く
あ
り
、
多
く
の
人
が
行
き
か
う

中
、
常
に
満
員
の
状
態
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

店
内
は
２
階
で
、
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
北
海
道
牛
乳
・

乳
製
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
専

門
カ
フ
ェ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
巨
大
な
牛
の
オ
ブ
ジ
ェ
や

牧
場
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
も
あ
り
、
来

場
者
に
酪
農
や
牧
場
風
景
を
感
じ

て
も
ら
え
る
作
り
と
な
っ
て
お
り
、

老
若
男
女
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

１
階
の
道
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品
は
も

ち
ろ
ん
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
お
米
・

甜
菜
糖
な
ど
北
海
道
産
の
農
産
物

や
加
工
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

店
先
に
は
、
大
樹
農
協
の
入
口
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外に設置されている模擬搾乳牛

店内の飲食スペース

北海道産食材によるデザートを食した

店内の販売スペース

北海道の産地紹介

ニュージーランドの野菜直売所

店内の様子

に
置
い
て
あ
る
牛
の
模
型
と
同
じ

も
の
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
お

客
は
も
ち
ろ
ん
、
道
行
く
人
が
牛

の
模
型
に
興
味
を
示
し
、
自
由
に

触
れ
て
搾
乳
体
験
で
き
る
模
型
で

模
擬
搾
乳
を
し
た
り
記
念
撮
影
を

し
て
い
ま
し
た
。
注
文
し
た
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
等
を
待
つ
間
に
牛
に

興
味
を
持
っ
た
子
供
が
数
人
い
た

の
で
、
勝
手
に
搾
乳
方
法
な
ど
教

え
て
普
及
活
動
も
し
て
き
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
喜
ぶ
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
お
店
が
与

え
る
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
店
舗
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
北
海
道
の
農

協
青
年
部
な
ど
を
呼
ん
で
北
海
道

産
牛
乳
の
飲
み
比
べ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
消
費
拡
大
活
動
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

Ｎ
Ｚ
で
は
「B

om
bay H

ill

」

と
い
う
野
菜
直
売
所
に
い
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｚ
に
は
日
本
の
農
協
の
よ

う
な
機
能
や
機
関
が
存
在
し
て
い

な
く
、
各
々
が
契
約
し
た
所
で
販

売
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
畜
産
物
や
キ
ウ
イ

が
日
本
に
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
農
業
大
国
で
あ
り
、
少
数

の
農
家
が
大
規
模
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
イ
ン
ド
系
移
民
集

落
地
帯
で
、
お
店
の
方
々
は
イ
ン

ド
系
移
民
の
方
で
、
先
祖
か
ら
受

け
継
い
だ
農
地
で
野
菜
を
栽
培
し

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

日
本
よ
り
物
価
が
高
い
の
で
す
が
、

直
売
所
の
野
菜
は
地
元
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
比
べ
安
く
販
売

し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
生
産
物
販
売
Ｐ
Ｒ
店
舗

と
Ｎ
Ｚ
の
生
産
、
販
売
現
場
を
視

察
し
、
各
々
の
営
農
、
販
売
環
境

や
国
民
性
の
違
い
な
ど
感
じ
る
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
対
す

る
意
欲
が
上
が
り
、
変
え
難
い
経

験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

担
当

：

水
野　

智
貴

山
下　

雄
也
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飲水環境を整えて乳牛を暑熱から守りましょう�
　これからの暑い時期は、気温が大きな要因となって乳牛の水の要求量が増加し

ます。とくに、乳量の多い牛や乾物摂取量（DMI）の多い牛ほど、水の要求量

は増加します。

　新鮮な水を飲ませる為には、水槽の

掃除が重要�暑くなる前に頑固な汚れ

を落としておけば、普段の作業ではゴ

ミを取り除く程度でもＯＫ�

　水を多く飲む時間帯は、搾乳後と採食時です。この時

間帯に水を飲ませるポイントは、以下の通りです。

　①一斉に飲んでも不足しない給水量を確保

　②飲水場所を増やす　③飲みやすい水槽や配置にする

　④水槽掃除を徹底する

　乳牛が暑熱ストレスを受けることで、乾物摂取量（DMI）が低下します。DMI が不足す

ると泌乳量の低下や微発情の原因になるなど様々な問題を引き起こします。水を十分飲める

牛はより食べることができる為、本格的な暑さが来る前に飲水の環境を整えておきましょう！

酪農家の工夫事例

給水量の確保

水槽掃除

飲水場所の増設・配置

★

★

★

75㎜や100㎜の径

の太い配管

ギ酸タンクを

水槽に改造

搾乳帰り通路にエス

ロン管水槽を設置

頑固な汚れは、水

槽の水気を拭き取

り重曹を振りかけ、

数分放置してから

ブラシでこすると

落ちやすい。

水道配管上に

貯水管を設置
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンは３月31日、演劇ユニット「TEAM 
NACS」リーダーの森崎博之さんの「ホクレンア

ンバサダー」就任会見と、2020年度女子陸上競技

部の新体制記者発表を、ホクレンビルでそれぞれ

開きました。森崎アンバサダーは、「拓くぞ！未来」

プロジェクトを通じ、北海道農業の魅力を広く発

信予定。この日はその初仕事として、新人の保坂

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。年３回発行しており、様々な医療・健

野恋花選手を加えた女子

陸上チームメンバーたち

を「北海道農業のため、

ともに頑張ろう」と激励

しました。

康情報を発信し

ております。

　ホームページ

にもバックナン

バーを掲載して

おりますので、

是非ご一読くだ

さい。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　２０１９年12月、全国各地のＪＡバンクの利用

者が通帳代わりに利用できるサービスとして、ス

マートフォンアプリ「ＪＡバンクアプリ」の提供を

開始しました。

　本アプリを利用して、口座残高や入出金明細を

スマートフォンで確認することができます。

　この４月より、生活習慣病になった時の備えと

して「特定重度疾病共済（そなエール）」が新た

にラインナップされました。ＪＡ共済では資料請

求キャンペーンを実施しており、キャンペーン期

間中に資料請求をいただいた方にもれなくプレゼ

ントをご用意しております。

　キャンペーンの応募期間は令和３年３月10日ま

（※上記の写真は第１期の賞品です。第２期以降の賞品については変更となる場合がございます。）

　ＪＡバンクのキャッシュ

カードをお持ちの個人のお

客様であれば、アプリをダ

ウンロードして簡単な初期

登録で、誰でも無料で利用

することができます。

でですが４期に分かれており

ます。

　この機会に、ＪＡ共済のホー

ムページにアクセスいただけ

ますようお待ちしております！

　ＪＡグループ北海道では、新型コロナウイルスの影響による、学校給食の停止及び卒業式などイベン

トの自粛に伴い、ＪＡグループ北海道役職員はもちろん、同じ協同組合であるぎょれんやコープさっぽ

ろ等にも協力頂き、牛乳の消費拡大を行った他、花きについては、北農ビルにて国産花きの販売会を７

月末まで、毎週金曜日に開催をしています。

　また、感染が疑われる方々などの相談対応にご尽力さ

れている道内保健所の職員皆様の免疫力を高めて頂きた

く、４月（計４回）に牛乳乳製品の無償提供行っております。

　新型コロナウイルスにより、行動が制限され体や心に

ゆとりが無くなってきていると思います。このような時

だからこそ、家に花を飾り気持ちを明るく、国産の農畜

産物をしっかり食べ、新型コロナウイルスに打ち勝ちま

しょう！
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
３
回 

４
／
30

★
報
告
事
項

１　

平
成
31
年
度
環
境
負
荷
軽
減
型

酪
農
経
営
支
援
事
業
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

２　

平
成
31
年
度
中
小
酪
農
経
営
等

生
産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策
事

業
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

３　

令
和
元
年
度
粗
飼
料
確
保
緊
急

対
策
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

４　

令
和
２
年
度
草
地
難
防
除
雑
草

駆
除
技
術
実
証
事
業
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

５　

第
24
回
大
樹
町
家
畜
ま
つ
り
家

畜
品
評
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

６　

黒
毛
和
種
優
良
雌
牛
導
入
推
進

事
業
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

７　

畑
作
関
連
要
領
の
制
定
・
改
正

お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

８　

令
和
２
年
度
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

（
機
械
導
入
事
業
）
の
申
請
に

つ
い
て

９　

令
和
２
年
営
農
計
画
の
集
計
に

つ
い
て

10　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

11　

第
４
四
半
期
（
決
算
）
自
治
監

査
の
結
果
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

理
事
の
利
益
相
反
取
引
に

対
す
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
２
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸

付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
２
年
度
経
営
定
期
点

検
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る

監
査
報
告
と
回
答
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

第
72
回
通
常
総
会
の
召
集

並
び
に
総
会
提
出
議
案
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
６
号　

第
72
回
通
常
総
会
書
面
議

決
の
実
施
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認
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8,934

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,702

9,242

9,709

9,532

9,699

9,288

令和２年度４月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2019年）

生産乳量（2020年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

６
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

５
月
号
の
応
募
者
は
13
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

５月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

シ ヨ ウ ブ ユ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
相
川
）
髙

　
橋

　
哲

　
平
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
　
　
勉
さ
ん

（
東
和
）
髙
　
場
　
得
　
光
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙
　
橋
　
真
　
衣
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
真
知
子
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
優
　
花
さ
ん

（
萠
和
）
阿
　
部
　
カ
ホ
ル
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
喬
　
学
さ
ん

（
美
成
）
海
　
冨
　
百
合
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
そ
ん
な
の
簡
単
さ
、

前
だ
よ

④
６
月
ご
ろ
の
長
雨
の
こ
と

⑥
東
京
と
北
京
で
は
１
時
間
、
東
京
と
モ
ス

ク
ワ
な
ら
６
時
間

⑦
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
す

⑨
漢
字
で
書
く
と
金
糸
雀
。
美
し
い
声
で
鳴

く
小
鳥
で
す

⑩
学
級

の
進
行
で
学
級
会
が
行
わ
れ
た

⑫
下
仁
田
ネ
ギ
や
水
沢
う
ど
ん
で
知
ら
れ
る

県
⑭

は
２
１
０
円
、往
復
で
４
２
０
円
で
す

⑯
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
別
名
で
す

⑰
黒
、
赤
玉
、
鹿
沼
と
い
え
ば

⑱
停
留
所
に
止
ま
り
な
が
ら
客
を
運
び
ま
す

⑲
宴
会
に
よ
く
使
わ
れ
る
飲
食
店

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
初
夏
に
ピ
ン
ク
や
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
②
パ
ン
ダ
の
餌
に
な
る
植
物

③
相
撲
取
り
の
リ
ン
グ
ネ
ー
ム

④
煮
た
小
豆
に
砂
糖
を
混
ぜ
て
作
り
ま
す

⑤
那
須
与
一
は
こ
れ
の
名
手

⑧
出
口
の
反
対
語

⑨
湖
な
ど
の
水
を
取
り
除
い
て
陸
地
に
す
る

こ
と

⑪
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
登
場
人
物
。
鳥
の
羽
根

を
ろ
う
で
固
め
て
翼
を
作
り
、
空
を
飛
び

ま
し
た

⑬
臼
で
ひ
い
て
粉
に
し
た
茶

⑮
入
院
し
た
友
人
の
お

に
行
っ
た

⑯
『
桃
太
郎
』
で
お
じ
い
さ
ん
が
刈
り
に
行

っ
た
物

⑰
刀
の
手
で
持
つ
部
分
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

振　別

角倉 七虹ちゃん (８歳 )

東　和

れ ー なちゃん (５歳 )

下大樹

ゆ　　あちゃん (５歳 )

下大樹

三木 優花ちゃん (10 歳 )

日　方

受験生なのに…さん (14 歳 )
さとう あやさちゃん (８歳 )


